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藤白の鈴木氏

　全国で最も多い姓氏に数えられている鈴木氏のルーツをたずねると、

たいてい紀州熊野にたどりつき、なかでも、藤白の鈴木氏の流れをくむ

ことが多いと言われています。

　鈴木氏は、熊野旧三家の一つで、勝浦湾を根拠地とした豪族でした。

　その始祖は、神武天皇東征軍が熊野へ立ち寄られたとき、稲を献じて

飼料に供したので、天皇から穂積姓をたまわったという話が伝わってい

ます。穂積すなわち稲叢のことを、紀州ではススキと言うところから鈴

木氏を名のるようになったと言われています。

　熊野の鈴木氏が藤白へ移り住んだのは、平安末期ごろ、上皇や法皇の

熊野参詣が盛んとなった頃と推定されます。

　熊野御幸の上皇、法皇や宮廷人を藤白で出迎え、熊野三山（本宮・新宮・

那智）への案内役をつとめてきたのでしょう。藤白の地に熊野一の鳥居

がもうけられていたのも、こうした事情によるものと考えられます。

　また、全国津々浦々へ熊野信仰の普及につとめる中心的な役割を果た

したのも鈴木氏でした。

　熊野信仰の普及活動のため各地に赴いた鈴木氏一族が、熊野参詣がか

つてのような盛況を失った後も、赴任先で定住したことが、こんにち藤

白出身の鈴木氏が全国いたるところで居住されている所以でもあります。

　藤白の鈴木氏で有名なのは、鈴木三郎重家と亀井六郎重清の兄弟です。

重家、重清らが幼少の頃、牛若丸（源義経）が熊野往還には必ず藤白の鈴

木邸に滞在し、重家、重清らと山野に遊んだと伝わっており、義経弓立の

松の古木もありました。

　義経の屋島の戦いを勝利に導いたのは、熊野水軍の力にあずかるとこ

ろが大きく、この水軍を源氏方へ引き入れたのは鈴木兄弟であったと言

われ、牛若丸との話は単なる伝説にとどまるものではありません。

　この兄弟は、義経の家来として最後まで戦い、文治五年（1189）四月末、

ついに衣川の戦いで、最期を遂げたと伝えられています。

　浄土寺境内に立つ石塔は、義経と鈴木兄弟の墓だと言われます。

　　文治五年己酉四月廿八日

　　僧阿弥陀仏　鈴木三郎重家

　　義阿弥陀仏　伊予守源義経

　　珠阿弥陀仏　亀井六郎重清

　藤白王子社は、熊野三山の遙拝所として、家津御子神（本宮）・熊野速玉

神（新宮）・熊野夫須美神（那智）の三神をまつるほか、鈴木氏の始祖とい

う饒速日命を祭神としています。熊野九十九王子社のうちでも特に格式

が高く、御幸の途中、歌会を催したり、相撲を観覧されたことが記録に残

っています。

　江戸初期からは、鈴木氏は王子社の神官を離れ、地士にとどまりまし

たが、百二十二代目鈴木三郎重吉が昭和十七年に逝去され、藤白住の鈴

木家が絶えたのは惜しまれます。
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　薬勝寺から南下した熊野古道が、且来の集落を

過ぎて、小野坂にさしかかる所、神子谷とよばれ

る丘陵の山すそに庚申塚をまつっている所に王

子社があったという。現在は且来八幡神社に合祀

されている。

　汐見峠から南へ下った春日山の麓にあったと

いう。道路や河川の改修で破壊され、寛保年間に

建てられた石碑も山上に移されている。現在は春

日神社に合祀されている。

　国道370号を横断し蓮華寺の前から山田川を渡

ってしばらくのところに「菩提房王子跡」があり、

小さな石仏がまつられている。鎌倉時代のものと

推定できる遺物が出土している。

　菩提房王子跡から熊野古道は西へ方向を変える。

一遍上人の開基で知られる浄土寺（日限地蔵）の西

隣り、熊野一の鳥居跡の手前にあったので、鳥居王

子ともよばれた。石碑は、山の中腹に立っている。現

在は藤白神社に合祀されている。

　熊野一の鳥居跡の地点で、熊野古道と近世の和

歌山城下から通じる熊野街道が合流して藤白王

子跡へいたる。ここは藤白神社として現存してお

り、五躰王子社のひとつとして、熊野九十九王子社の

なかでも格式の高い王子社であった。

　藤白坂を登りきると地蔵峰寺の境内に藤代塔

下王子跡がある。地蔵峰寺の裏手へと少し上ると

「紀伊国名所図会」で熊野路第一の美景と絶賛さ

れた御所の芝がある。

王子跡とは、平安後期から鎌倉後期にかけて盛んであった熊野詣の道中に人々が

遙拝し又は休憩するために設けられた社のあったところ。

ふじ しろ  とう  げ

あっそ

こう  しん  づか

鈴木屋敷周辺地図
熊野古道と
鈴木屋敷周辺地図

熊野古道と


